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これらの意見を、これからの議員活動に生かしていきたいと思います

・町民本意の行政や行政の透明性の確保のため
の政策評価の導入
・多様な民意を反映していく議会主導の自治基
本条例の制定
・議会も参加して総合計画を作成し、住民によ
り構成される委員会などで討論して実効性の
ある計画づくりをしたらどうか
・学校、親、地域でいじめに対しての共通の考
えを持つような政策でいじめ撲滅を
・人事評価制度の導入
・今まで以上に高齢者と若者が参加するコミュ
ニティづくりを
・協働のまちづくりをするにあたって、源氏ホ
タルによる住民参加（清掃、放流、お祭りの
実施）を促してはどうか
・大気汚染物質の測定、監視、公表の実施を町
独自で
・県の中心である昭和町のシンボルとなるよう
なタワーを

・交通機関の充実のために、コミュニティバス
とシャトルバス導入を
・JRと連携して、駅構内でのガイドマップや広
報紙の配布、案内図を作成し目的地への移動
手段の参考にしてもらい昭和町をPRしたら
どうか

　それぞれのグループごとに昭和
町役場や現場を訪れ、担当課長や
係長への聞き取り、他の市町村と
の比較、学校へのアンケート調査
など、提言したい内容と昭和町の
現状を把握し、照らし合わせなが
らまとめました。

2010年7月
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講師の意見を一方的に聞
いたり、教材を読むだけ
でなく、参加者が専門家
の助言を得ながら積極的
に関わり、問題解決のた
めに行う研究集会

　模擬法廷にて、学生が午前のワークショップの意見交換を踏まえつつ政策提案を行い、
それに対し、それぞれ議員が感想・意見などを答弁しました。学生が緊張した面持ちな
がらも、パネルを使って言いたいことを表現したり、再質問を議員に求めたりして意見
をぶつける姿は、将来のまちづくりに期待を感じさせる光景でした。また、議員が町長
や課長の立場で答弁することで、
対話する姿勢やパフォーマンス
などの客観的に考える機会にな
りました。

11月24日午後

11月24日午前

　平成22年11月24日、山梨学院大学法学部政治行政学科の学生と議員によるワークショップ・政策提
案報告会を130人以上の学生参加のもと開催しました。午前中に、総務・産業土木・教育厚生の3常任委
員会に分かれ、ゼミグループでワークショップを行いました。学生の視点に立った斬新な提案や改善策に、
議員も驚かされ、自分たちのまち「昭和町」を新たに見直すことになりました。午後はワークショップを
踏まえて各ゼミの代表者が議員に政策提言を行いました。
議員も、提案に対して感想・意見を述べると共に、議会
での今後の取扱について答弁しました。
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一
般
職
0
・
2
カ
月
カ
ッ
ト

　
給
料
表
の
減
額
改
正

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
町
職
員
の
給
与
、
期
末
勤
勉
手
当
を

　
減
額
す
る
条
例
改
正

　
町
長
・
教
育
長
　
0
・
2
カ
月
カ
ッ
ト

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
常
勤
特
別
職
の
期
末
手
当
を
減
額
す

　
る
条
例
改
正

冬
の
職
員
ボ
ー
ナ
ス

　
　
　
　
　
を
減
額

【主な補正財源】
・町民税（法人分）

・県支出金

・財産収入

・雑入

2億5,000万円

2,356万円

336万円

1,150万円

【主な使いみち】
・徴税費

　（コンビニ収納対応委託料）

・障害者福祉費

・総合会館運営費

・医療福祉費

　（老人医療費・子育て支援医療費）

・保育所費

・太陽光発電補助金

・土地区画整理事業費

　（道路工事）

・温水プール管理費

・基金へ積立て

　（財政調整基金）

・職員等の給料、手当

　カット

252万円

362万円

283万円

936万円

1,836万円

216万円

1,000万円

200万円

2億8,263万円

△1,946万円

一般会計補正予算（第3号） 全員賛成で可決

補正額
予算総額

2億8,301万円
72億6,959万円

国民健康保険会計
　205万円を補正増額
　総額14億5,791万円

介護サービス会計予算
　6万円を減額補正

下水道事業会計予算
　265万円を減額補正

特別会計補正予算
全員賛成で可決

　
平
成
22
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
7
日
か
ら
10
日
ま
で
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。
町
長
か
ら
平
成
22
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

補
正
予
算
4
件
の
ほ
か
、
条
例
改
正
1
件
、
専
決
処
分
の
承
認
3
件

そ
の
他
2
件
の
合
計
10
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
4
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く

質
問
を
展
開
し
、
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

な
ら
す
た
め
の
積
立
金
で
、
地

方
財
政
法
で
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
財
政
調
整
積
立

金
と
も
い
い
ま
す
。

①
財
源
不
足
時
の
穴
埋
め

②
災
害
や
、
緊
急
公
共
事
業
な

 
ど
や
む
を
得
な
い
場
合

③
財
産
取
得

④
地
方
債
の
繰
上
げ
償
還
な
ど

 
に
限
ら
れ
ま
す
。
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小
学
生
も
杉
浦
醫
院
を
見
学

・
旧
杉
浦
邸
の
建
物
を
町
が
文

化
的
資
産
と
し
て
保
存
す
る
た

め
に
取
得
し
た
が
、
旧
所
有
者

が
引
き
続
き
居
住
で
き
る
よ
う
、

無
償
貸
与
と
す
る
た
め
の
使
用

貸
借
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
昭
和
町
職
員
給
与
条
例
等

　
職
員
の
勤
務
時
間
を
国
家
公

務
員
と
同
様
に
短
縮
す
る
こ
と

に
伴
い
、
給
与
条
例
等
3
つ
の

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　
合
規
約

　
国
の
施
策
の
見
直
し
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
を
活

用
し
た
事
業
を
実
施
す
る
た
め

の
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
請
願
者

　
昭
和
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　
会
長
　
清
水
　
　
悟

　
昭
和
町
公
立
小
中
学
校
校
長
会

　
　
　
　
　
会
長
　
永
井
　
清
司

　
昭
和
町
公
立
小
中
学
校
教
頭
会

　
　
　
　
　
会
長
　
矢
崎
　
茂
男

　
山
教
組
中
巨
摩
支
部

　
　
執
行
委
員
長
　
金
井
　
哲
也

・
紹
介
議
員
　
　
　
樋
口
　
敏
夫

【
意
見
書
の
主
旨
】

※
議
会
で
は
、
こ
の
請
願
を
審
査

し
た
結
果
、
議
長
名
で
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
議

決
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
提
出
先
】

　
文
部
科
学
大
臣
、
財
務
大
臣
、

　
総
務
大
臣

教育に関する請願を採択

国へ意見書を提出

教育予算拡充、教育の機会均等、
水準の維持向上を図るための請願書

平成22年12月16日

教育厚生常任員会

　
平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
教
育

厚
生
常
任
委
員
会
と
し
て
町
長
に
対
し
て
6
つ
の

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
が
査
定
さ
れ
る
前
に
常
任
委
員
会

と
し
て
提
言
す
る
こ
と
に
よ
り
当
局
側
の
考
え
の

な
か
で
反
映
・
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

要
望
①
85
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化

要
望
②
中
学
3
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

要
望
③
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化

要
望
④
小
中
学
校
の
暑
さ
対
策

要
望
⑤
昭
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

　
　
　
配
置
を
3
人
体
制

要
望
⑥
高
齢
者
（
老
人
）
福
祉
拠
点
の
整
備

　
要
望
に
対
す
る
財
源

に
つ
い
て
も
、
委
員
会

の
中
で
勉
強
会
を
重
ね
、

提
案
し
ま
し
た
。

要
望
書
を
渡
す
委
員
長



12
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

遠
藤
議
員
　
農
業
振
興
地
域
保
全

助
成
金
は
、
方
針
や
補
助
金
の
出

し
方
を
見
直
す
ほ
う
が
良
い
の
で

は
。
実
質
的
に
耕
作
し
て
い
る
人

に
補
助
金
を
出
す
ほ
う
が
、
も
っ

と
成
果
が
出
た
と
思
う
。

山
田
議
員
　
申
請
が
6
月
で
12
月

に
精
算
の
よ
う
だ
が
、
も
っ
と
早

く
で
き
な
い
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
実
際
に
意
見
や

要
望
を
聞
い
て
い
る
が
、
制
度
に

つ
い
て
は
良
好
で
続
け
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
昭
和

町
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
他
市
町

村
で
耕
作
し
て
い
る
場
合
や
、
そ

の
逆
も
あ
り
、
制
度
を
拡
大
す
る

に
は
検
討
課
題
で
も
あ
る
。

　
補
助
金
の
上
乗
せ
も
含
め
、
初

年
度
こ
の
制
度
は
検
証
が
必
要
だ
。

6
月
で
締
め
切
り
、
7
・
8
月
で

現
地
調
査
を
し
、
年
内
に
は
精
算

の
予
定
だ
が
、
な
る
べ
く
早
く
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

農
業
の
支
援
を
！

福
島
議
員
　
各
区
か
ら
の
要
望
で

水
道
管
の
敷
設
を
進
め
て
い
く
こ

と
も
大
事
だ
が
、
開
発
地
域
な
ど

需
要
が
あ
り
、
敷
設
の
必
要
が
効

果
的
な
場
所
に
は
、
優
先
的
に
水

道
局
に
要
望
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

環
境
経
済
課
長
　
町
で
把
握
し
き

れ
な
い
具
体
的
な
各
区
の
状
況
を

聞
き
調
査
し
て
い
る
が
、
今
後
開

発
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
な

場
所
は
、
区
の
要
望
と
は
別
に
確

認
し
た
い
。

水
道
管
敷
設
の

要
望
方
法
は
？

浅
川
議
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

粗
大
ご
み
が
乱
雑
に
な
っ
た
り
、

監
視
員
も
つ
け
て
状
況
を
み
て
い

る
。
各
地
区
で
の
資
源
ご
み
の
還

付
金
を
、
環
境
整
備
の
費
用
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
課
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル
職

員
を
西
条
一
区
・
西
条
二
区
・
河

西
区
に
つ
い
て
は
常
時
配
置
、
そ

れ
以
外
の
地
域
は
職
員
が
巡
回
し

て
い
る
。
還
付
金
は
区
内
で
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
る
の
か
調
査
し
、

環
境
整
備
に
使
用
す
る
こ
と
も
考

え
た
い
。 資

源
ご
み
の

還
付
金
の
活
用
は
？

志
村
議
員
　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
今
年
度
の
発
行
は
な
い
の
か
。

建
設
課
長
　
当
初
は
増
刷
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
23
年
春
イ
オ
ン
モ
ー

ル
の
開
店
に
あ
た
り
、
洪
水
時
の

避
難
所
の
協
定
・
災
害
協
定
を
結

び
、
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

考
え
て
い
る
の
で
、
23
年
度
に
作

成
し
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
？

浅
川
議
長
　
甲
府
市
の
ご
み
袋
の

形
状
は
、
研
究
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
昭
和
町
で
も
、
使
い
や
す
い

よ
う
に
改
良
を
心
が
け
て
欲
し
い
。

環
境
経
済
課
長
　
コ
ス
ト
面
も
考

慮
し
な
が
ら
研
究
を
続
け
た
い
。

（
P
9
参
照
）

ご
み
袋
の
研
究
を
！

区画整理の水道管工事

ごみの出し方に注意
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12
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

山
田
議
員
　
税
金
の
徴
収
率
を
あ

げ
る
た
め
期
待
し
て
い
る
が
、
コ

ン
ビ
ニ
と
の
話
し
合
い
は
済
ん
で

い
る
の
か
。
ど
ん
な
コ
ン
ビ
ニ
が

取
り
扱
い
、
1
件
ど
の
く
ら
い
の

委
託
料
か
。

税
務
課
長
　
指
定
金
融
機
関
・
協

議
会
・
コ
ン
ビ
ニ
の
本
部
に
は
話

を
し
て
、
4
月
か
ら
軽
自
動
車
の

み
の
準
備
を
し
て
い
る
。
委
託
は

月
あ
た
り
1
税
項
目
1
万
円
と
、

1
件
あ
た
り
の
手
数
料
が
63
円
か

か
る
。
す
べ
て
の
コ
ン
ビ
ニ
が
加

盟
し
て
い
る
の
で
ど
こ
で
も
取
り

扱
え
る
。 コ

ン
ビ
ニ
収
納
の

準
備
は
？

保
育
所
負
担
金

増
額
の
要
因
は
？

　
今
議
会
の
地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会
で
、
若
手
職
員
13
人
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
町
人
材
育
成
「
ひ
と
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
研
修
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
議
員
が
意
見
や
質
問
を
し
、
将
来
昭
和
町

を
支
え
て
い
く
職
員
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
提
案
結
果
は
、
課
長
た
ち
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
最
終
的
に

町
長
が
判
断
し
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
な
提
案
は
、
若
手
職
員
の

活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

コンビニで税金を

●
庁
舎
内
に
受
付
係
を
設
置
し
よ
う

町
民
が
役
場
に
来
た
と
き
迷
わ
ず
目
的
と
す
る
担
当
係

に
行
か
れ
る
よ
う
に
案
内
の
工
夫
。

●
小
学
校
ブ
ラ
イ
ダ
ル

押
原
小
学
校
を
結
婚
式
会
場
と
し
て
開
放
し
よ
う
。

●
住
民
参
加
型
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

町
民
や
職
員
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
の
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
活
気
あ
る
町
を
。

●
公
用
自
転
車
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
距
離
を
自
転
車
移
動
す
る
こ
と

で
環
境
へ
の
配
慮
や
経
費
の
削
減

を
図
る
。

●
人
材
育
成
を
兼
ね
た
人
事
管
理

幅
広
い
知
識
と
専
門
的
な
知
識
を

も
つ
職
員
を
育
成
し
、
強
い
組
織

づ
く
り
を
。

●
昭
和
町
版
事
業
仕
分
け

昭
和
町
独
自
の
や
り
方
で
、
行
政

改
革
と
し
て
の
事
業
仕
分
け
を
。

河
住
議
員
　
保
育
所
の
負
担
金
が

か
な
り
の
増
額
補
正
だ
が
、
人
数

が
増
え
て
保
育
所
は
対
応
で
き
た

の
か
。

樋
口
議
員
　
一
時
預
か
り
事
業
の

予
算
増
額
の
内
容
は
。

福
祉
課
長
　
未
満
児
の
数
は
平
成

22
年
1
月
で
は
86
人
、
11
月
は

1
2
0
人
。
年
齢
の
階
層
で
も
単

価
が
違
う
が
、
人
数
の
上
昇
で
予

算
が
増
え
た
。
保
育
所
は
対
応
で

き
て
い
る
が
、
こ
ん
な
に
人
数
が

増
え
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
一
時
預
か

り
は
当
初
1

園
当
た
り
27

万
円
の
補
助

金
だ
っ
た
。

組
み
替
え
に

よ
り
1
園
当

た
り
45
万
円

に
な
っ
た
。

押
原
保
育
園
の
運
動
会
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保
坂
平
成
21
年
に
高
齢
者
が
絡
ん
だ

人
身
事
故
は
、
10
年
前
よ
り
54

％
も
増
加
し
て
い
る
。
県
警
は
「
高
齢
者

の
事
故
防
止
に
効
果
的
な
免
許
証
自
主
返

納
は
、
自
治
体
の
支
援
が
必
要
」
と
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
事
故
防
止
に
効
果
的
な

免
許
証
の
返
納
を
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な

支
援
策
で
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長
昭
和
町
は
他
市
町
村
に
比
べ
、
施
設
・

商
店
・
医
療
機
関
等
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
さ
れ
、
徒
歩
で
も
生
活
し
や
す
い
。
こ

れ
か
ら
も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
免
許
証
自
主
返
納
者
に

も
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

新
た
に
始
ま
る
甲
府
駅
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
へ

の
バ
ス
運
行
も
期
待
で
き
る
が
、
今
後
は
高
齢

者
福
祉
の
あ
り
方
全
般
や
、
福
祉
バ
ス
の
見
直

し
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
方
で
、
身
分
証
を
必
要
と
す
る
方
は
、

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
無
料
で
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
の

あ
り
方
を
考
え
る

保坂　明子 議員
ほ て る こさ か

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
登
録
制
で
や

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
活
用
し
た
仕
組
み
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
町
と

し
て
、
こ
の
制
度
を
町
民
に
周
知
・

広
報
活
動
も
す
る
中
で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

生
活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

再
質
問

保
坂

町
長高齢運転者（第1当事者）の死亡事故の推移

高齢者の占め率

※ 高齢者とは75歳以上
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自転車で環境に
優しい町づくりを

河
田
自
転
車
は
、
健
康
に
も
自
然

環
境
に
も
良
い
乗
り
物
と
し

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
便
利
に
利

用
で
き
る
交
通
手
段
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
自
転
車
事
故
は
全
国
的
に
も
増
加

し
て
い
る
。

　
本
町
は
盆
地
の
中
央
に
位
置
し
、
ほ

ぼ
平
ら
な
地
形
な
の
で
、
町
内
の
移
動

に
自
転
車
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

交
通
渋
滞
や
排
気
ガ
ス
対
策
と
し
て
も

地
球
環
境
に
優
し
い
町
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
。

そ
こ
で
、
交
通
環
境
整
備
を
整
え
な
が

ら
、
自
転
車
を
活
用
し
た
環
境
に
優
し

い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
自
転
車
講
習
会
等
を
通
じ
て

交
通
指
導
を
行
い
、
交
通
安

全
へ
の
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。
県

の
モ
デ
ル
地
区
の
効
果
を
検
証
し
、
既

存
の
道
路
空
間
の
有
効
活
用
を
行
い
た

い
が
、
財
政
面
で
厳
し
い
状
況
。
自
転

車
・
歩
行
者
・
自
動
車
等
と
の
共
存
の

環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

環
境
整
備
を

検
討
し
て
い
く

ゴ
ミ
収
集
事
業
は

河
田
昭
和
町
の
ご
み
袋
は
4
0
㍑
・
2
5
㍑
の
2
種

類
だ
が
近
隣
で
は
さ
ら
に
1
0
㍑
の
ミ
ニ
サ
イ

ズ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
イ
ズ
は
単
身
世
帯
に
は

最
適
と
思
う
が
本
町
で
も
検
討
す
る
考
え
は
。

　
ま
た
、
蛍
光
管
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

と
思
う
。
地
区
回
収
場
所
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

町
長
ご
み
袋
は
大
小
2
種
類
の
販
売
を
継
続
し
、
10

㍑
サ
イ
ズ
は
単
身
世
帯
の
推
移
や
、
町
民
の
要

望
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
蛍
光
管
は
分
別
回
収
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
有
効
な
資

源
と
な
る
。
順
次
設
置
場
所
を
増
や
す
よ
う
、
役
場
を
含

め
数
カ
所
に
設
置
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

蛍
光
管
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

増
や
す

河田あけみ 議員
か わ だ

河
田
自
転
車
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
自
転
車
安

心
・
安
全
条
例
の
取
り
組
み
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
が
。

若
手
職
員
中
心
に
「
公
用
自
転
車
の
活
用
」
を

研
究
テ
ー
マ
に
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
聞
き

な
が
ら
昭
和
町
に
な
じ
む
か
等
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

再
質
問

小学校での自転車教室
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パ
ー
セ
ン
ト

支
援
制
度
は

河
住
パ
ー
セ
ン
ト
支
援
制
度
は
、
町

民
の
納
税
意
識
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
活
動
支
援
を

目
的
と
し
、
自
分
が
納
め
る
税
金
の
1
％

分
の
使
い
道
を
、
自
分
の
意
思
で
決
め
、

生
か
せ
る
制
度
だ
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
手
法
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
町
長
の
所

信
は
。

町
長
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
住
民
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
だ
が
、

行
政
の
立
場
か
ら
は
公
平
性
を
保
て
ず
、

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
地
域
や
住

民
活
動
の
新
た
な
支
援
策
は
、
地
域
力
活

性
化
交
付
金
の
成
果
を
検
討
し
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

地
域
力
活
性
化
交
付

金
の
成
果
を
検
討

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

「
小
さ
く
て
も
豊
か
な

　
ま
ち
づ
く
り
」
二
期
目
は

河
住
高
齢
者
が
一
番
求
め
る
も
の
は
、
健
康
と
暮
ら

し
の
問
題
だ
。
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
（
中

学
3
年
ま
で
）
や
、
老
人
医
療
費
助
成
を
実
施
す
る
市
町

村
も
増
え
て
き
た
が
、
「
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
高
齢

者
福
祉
政
策
は
欠
か
せ
な
い
。
町
政
2
期
目
に
向
け
て
の

か
じ
取
り
を
す
る
町
長
の
考
え
は
。

町
長
町
長
就
任
以
来
、
約
束
し
た
公
約
も
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
高
齢
者
の
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
、
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
見

直
し
を
進
め
、
事
業
の
適
否
や
新
し
い
制
度
の
確
立
を
判

断
し
て
い
き
た
い
。

事
業
適
否
・
新
制
度
の

確
立
を
目
指
す

町
長
は
福
祉
政
策
を
最
優
先
す
る
と
思
う
が
、

重
要
課
題
は
何
か
。

高
齢
者
福
祉
は
重
要
な
課
題
だ
が
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
は
、
財
政
健
全
化
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
の
が
、
一
番
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

河
住

町
長
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二期目にどのような
政策を示されるか

塩
澤
町
長
は
就
任
以
来
、
公
約
実

現
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
を
10

月
政
策
事
業
報
告
書
と
し
て
町
民
に
配

付
し
た
。
財
政
の
健
全
化
、
町
民
主
体
、

ひ
と
づ
く
り
の
点
に
お
い
て
精
査
し
大

型
事
業
を
見
直
し
、
そ
の
他
ひ
と
づ
く

り
に
対
す
る
事
業
も
多
く
実
施
し
た
。

多
く
の
町
民
が
評
価
し
て
い
る
。
二
期

目
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
力
強
い
政
策

を
望
む
が
決
意
を
聞
き
た
い
。

町
長
「
小
さ
く
て
も
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
施
策
と
し
て
は
、
行
政
区
制

度
改
革
な
ど
諸
施
策
の
達
成
状
況
を
検
証
し
た

上
で
、
新
規
事
業
や
継
続
事
業
を
計
画
し
、
引

き
続
き
第
5
次
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　
本
町
財
政
は
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
以
来
、

最
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
職
員
が
自
ら
の
事
業
を
検
証
し
、
議

会
と
と
も
に
町
民
福
祉
事
業
の
あ
り
方
を
検
証

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
そ
の
上
で
、
真
に
必
要

と
さ
れ
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組
み
、
「
昭

和
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
町
政
運
営
を
、
強
く
決
意
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
職
員
の
人
材
育
成
、
地
域
の
活

性
化
、
財
政
健
全
化
を
進
め
、
発
展
と
町
の
機

能
を
生
か
し
「
小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
輝
く
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
実
現
に
向
け
、
全
身
全
霊

を
傾
け
て
い
き
た
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

実
現
に
努
力
す
る

塩澤　　浩 議員
し お ひろしざ わ

児
童
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
町
長
（
常
永
小
）



上
河
東
区
長
　
平
成
23
年
3
月
に

イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
す
る

が
、
農
産
物
直
売
所
を
常
永
に
建

設
す
る
と
聞
く
。
今
後
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。
方
向
性
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

田
中
議
員
　
平
成
22
年
2
月
24
日

か
ら
委
員
会
が
6
回
開
か
れ
、
議

会
か
ら
各
常
任
委
員
会
の
3
人
と
、

農
業
委
員
・
Ｊ
Ａ
代
表
・
生
産
者

代
表
な
ど
各
種
団
体
の
代
表
者
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
調
査
結
果
は
、
常
永
支
所
の
跡

地
が
一
番
有
力
と
の
結
論
が
出
て

委
員
会
で
検
討
し
、
Ｊ
Ａ
生
産
者

全
体
会
を
開
き
、
常
永
支
所
の
跡

地
で
よ
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
。

上
河
東
区
長
　
建
設
に
反
対
は
し

な
い
が
、
農
産
物
の
出
荷
予
定
は

昭
和
町
だ
け
で
1
5
4
人
で
す
か
。

中
央
市
や
甲
斐
市
の
生
産
者
が
出

荷
し
な
い
の
か
。
建
設
補
助
金
を

昭
和
町
だ
け
で
持
つ
の
は
ど
う
か
。

田
中
議
員
　
1
5
4
人
の
生
産
者

で
は
年
間
を
通
し
て
、
農
産
物
の

出
荷
に
は
足
り
な
い
と
思
う
。
も

っ
と
違
っ
た
農
産
物
を
つ
く
れ
る

営
農
指
導
や
、
町
内
の
生
産
者
・

出
荷
者
を
増
や
し
て
地
産
地
消
を

進
め
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

山
田
議
員
　
補
助
金
の
負
担
は
今

後
検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

河
東
中
島
区
長
　
他
地
区
の
農
産

物
直
売
所
は
、
加
工
品
は
他
地
区

か
ら
持
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
昭

和
町
の
農
産
物
だ
け
で
い
け
ま
す

か
。

樋
口
議
員
　
他
市
町
村
も
出
品
し

ま
す
が
、
「
昭
和
町
の
農
業
振
興

を
重
点
的
に
し
て
い
き
ま
す
」
と

の
返
事
を
Ｊ
Ａ
か
ら
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

西
条
一
区
長
　
建
設
の
規
模
・
構

造
・
予
算
と
す
ば
ら
し
い
計
画
を

考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ま
ず
テ

ン
ト
で
や
っ
て
、
実
績
を
み
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

浅
川
議
長
　
3
人
の
議
員
が
建
設

委
員
会
に
出
て
い
る
の
で
、
委
員

会
の
結
果
を
全
員
協
議
会
の
中
で

報
告
し
て
も
ら
い
、
委
員
会
で
議

員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
ま
す
。

上
河
東
区
長
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

建
設
工
事
も
23
年
春
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
進
ん
で
お
り
、
姿
が
徐
々

に
見
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
の
街

と
し
て
形
成
す
る
た
め
に
は
、
防

犯
対
策
、
青
少
年
の
非
行
防
止
対

策
は
必
須
の
条
件
で
す
。
イ
オ
ン

モ
ー
ル
で
は
、
青
少
年
の
「
た
む
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意見交換する区長と議員

平成22年11月12日開催

開かれた議会を目指し、住民の皆

様のご意見を議会活動に反映させ

るため、住民の先頭にたって活躍

されている区長さんと意見交換会

を開催しました。（要旨のみ掲載）

参　加　者

（敬称略）

西 条 一 区
西 条 二 区
清 水 新 居
西 条 新 田
押 越
河 東 中 島
紙 漉 阿 原
築 地 新 居
飯 喰
河 西
上 河 東
上河東二区

田 中 憲 治
篠 原 政 憲
保 坂 一 衞
福 島 正 明
望 月 　 隆
雨 宮 昌 男
武 井 啓 吉
中 澤 孝 造
磯 部 　 洋
秋 山 正 巳
二 宮 一 英
石 川 重 明

（副会長）

（会長）

以上12区長　ほか町議会議員

（副会長）
（区長代理）

農
産
物
直
売
所
の

建
設
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

出
店
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井
戸
端
会
議
の

評
価
と
課
題

井戸端会議から実現した校庭の芝生化

議員による直売所の現地調査

ろ
」
や
、
深
夜
徘
徊
に
対
す
る
警

備
員
に
よ
る
声
か
け
、
定
期
巡
回
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
防
災
セ
ン

タ
ー
集
中
監
視
を
実
施
す
る
等
を

提
案
し
て
い
ま
す
が
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
内
に
常
駐
派
出
所
を
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
県
警
に
提
案
を
お

願
い
し
ま
す
。

塚
原
議
員
　
そ
の
件
は
、
塩
澤
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
議
会
だ

よ
り
№
1
4
6
に
も
出
て
い
ま
す

が
、
当
局
か
ら
常
永
地
区
一
帯
の

治
安
を
検
証
し
、
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

上
河
東
区
長
　
区
画
整
理
地
内
の

主
要
道
路
の
完
成
に
伴
い
、
街
路

樹
・
歩
道
灯
の
設
置
工
事
も
進
ん

で
い
ま
す
が
、
将
来
に
向
け
て
街

路
樹
の
管
理
等
は
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
町
が
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
等
に
管
理
委
託
す
る

な
ど
、
予
算
検
討
を
提
案
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
田
議
員
　
コ
ス
モ
ス
街
道
は
県

道
で
す
が
、
花
の
町
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
、
町
で
も
補
助
を
出
し

て
い
ま
す
。
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、

植
樹
帯
・
緑
地
帯
な
ど
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
管
理
委
託
し

て
い
ま
す
。
県
道
に
つ
い
て
は
、

県
に
管
理
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

町
道
に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理
の

中
で
も
、
業
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
に
管
理
委
託
を
お
願

い
す
る
と
思
い
ま
す
。

萩
原
議
員
　
コ
ス
モ
ス
街
道
は
、

国
体
の
と
き
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
が

管
理
し
、
県
か
ら
表
彰
な
ど
も
受

け
、
毎
年
、
植
え
て
い
る
の
で
、

河
西
・
飯
喰
に
つ
い
て
は
役
員
が

苦
労
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
町
・
地
元
が
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
条
一
区
長
　
個
人
の
意
見
を
前

向
き
に
、
組
織
と
し
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く

り
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
す

ば
ら
し
い
会
議
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
存
続
す
べ
き
で
す
。

西
条
二
区
長
　
議
会
側
か
ら
テ
ー

マ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
も
っ
と
意

見
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

浅
川
議
長
　
井
戸
端
会
議
は
、
身

近
に
顔
を
合
わ
せ
た
り
、
自
分
た

ち
の
悩
み
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
言

っ
て
い
た
だ
き
、
議
員
は
地
域
だ

け
で
な
く
、
町
全
体
の
こ
と
を
考

え
て
活
動
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い

で
は
じ
め
ま
し
た
。
井
戸
端
会
議

に
出
席
し
た
方
た
ち
に
は
伝
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

押
越
区
長
　
今
年
は
、
放
送
し
な

く
て
も
役
員
以
外
に
も
多
く
の
区

民
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
話
が
で
き
、
議
会

の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
、
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

紙
漉
阿
原
区
長
　
人
が
集
ま
ら
な

い
の
が
一
番
の
問
題
で
す
。
新
し

い
区
民
は
、
区
に
対
し
て
の
認
識

不
足
か
、
生
活
の
忙
し
さ
か
、
要

望
な
ど
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

飯
喰
区
長
　
区
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
事
前
に
相
談
し
た
り
、
ま
と
め

て
お
い
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
か
と

思
い
ま
し
た
。
議
員
の
回
答
も
明

快
な
の
で
、
で
き
れ
ば
、
来
年
も

続
け
て
も
ら
い
た
い
。

浅
川
議
長
　
各
区
長
さ
ん
か
ら
い

ろ
い
ろ
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
構
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
要
望
で
も
意
見
で
も

何
で
も
い
い
ん
で
す
。
議
員
は
、

町
全
体
の
中
を
見
渡
す
中
で
、
行

政
の
公
正
・
公
平
と
言
う
視
点
で

見
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

清
水
新
居
区
長
　
清
水
新
居
の
子

ど
も
は
、
今
で
は
西
条
小
学
校
が

あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
全
員
が
就

学
す
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

初
等
教
育
は
、
そ
の
属
す
る
町
村

で
持
つ
の
が
当
然
で
、
教
育
委
員

会
や
教
育
長
に
も
お
願
い
す
べ
き

と
感
じ
て
い
ま
す
。
議
員
に
も
ぜ

ひ
、
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

浅
川
議
長
　
一
般
質
問
で
も
、
清

水
新
居
の
井
戸
端
会
議
で
も
質
問

が
出
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
№
1
4
7
に
も
出

て
い
ま
す
が
、
萩
原
議
員
が
学
区

分
け
の
考
え
を
当
局
に
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
児
童
・
生
徒
の
推
移
を

把
握
し
、
適
切
な
対
応
を
い
つ
取

り
入
れ
た
ら
よ
い
か
、
教
育
委
員

会
で
学
校
関
係
者
や
有
識
者
の
意

見
を
聞
き
、
情
報
収
集
や
協
議
を

行
い
、
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
対
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
の

回
答
で
し
た
。

築
地
新
居
区
長
　
参
考
で
す
が
、

西
条
小
学
校
が
開
校
し
た
の
が
昭

和
59
年
。
建
設
場
所
を
検
討
し
た

と
き
、
清
水
新
居
の
保
護
者
の
意

見
も
聞
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
場

所
に
西
条
小
学
校
を
建
設
し
ま
し

た
。

清
水
新
居
の
児
童
・

生
徒
の
通
う
学
校
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紙
漉
阿
原
区
（
第
7
回
）

10
月
28
日
　
紙
漉
阿
原
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
紙
漉
阿
原
区
民
　
16
人

●
参
加
議
員
　
6
人

●
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
　

　
保
坂
明
子
委
員
長

　開かれた議会を目指し、2年目を迎えた井戸端会議。

地域ごとの住民の悩みや声を聴き、議論・調査・研究

を進め、昭和町の住民福祉の向上と、地域社会の活力

ある発展を目指すのが、町議会の役割です。

　井戸端会議で出された意見・要望は、結果報告書と

して区長に提出します。すべての意見・要望を満たす

わけにはいきませんが、議会は執行機関と一緒になっ

て課題解決に知恵を絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

28日

 17日

18日

1月

2月

2月

（金）西条新田区

（木）築地新居区

（金）上河東二区

Q
　
テ
レ
ビ
で
保
育
園
と
幼
稚
園
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
町
の
待
機

児
童
の
問
題
は
ど
う
か
。

A
　
保
育
園
は
ほ
ぼ
定
員
通
り
で
待
機

児
童
は
問
題
な
い
。
働
き
た
い
お
母
さ

ん
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

問
題
を
予
測
す
る
の
は
難
し
い
。

Q
　
沼
公
園
を
通
学
す
る
子
ど
も
の
帰

宅
時
に
、
公
園
の
ト
イ
レ
が
子
ど
も
だ

け
だ
と
危
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

も
っ
と
公
園
を
整
備
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
し
て
誰
か
が
い
れ
ば
自
然
と
抑

止
力
が
働
く
と
思
う
が
。

A
　
沼
公
園
は
ま
だ
完
全
に
整
備
さ
れ

て
い
な
い
が
、
完
成
後
は
車
の
往
来
や

人
目
も
あ
る
と
思
う
。
他
の
地
区
で
は

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
。
参
考
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
学
校
と
区
の
協
力
が
必
要
と
思
う
。

（
現
地
調
査
を
行
う
）

Q
　
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
少
な

く
な
り
困
っ
て
い
る
。
先
に
立
っ
て
や

っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
。
65
歳
に
な

っ
た
ら
強
制
的
に
入
る
区
は
あ
る
か
。

A
　
河
西
区
で
は
、
65
歳
に
な
っ
た
ら

全
員
入
る
。
だ
が
、
入
会
に
は
抵
抗
が

あ
る
人
も
多
い
。
会
員
の
中
で
も
若
い

人
た
ち
が
2
・
3
人
で
引
っ
張
っ
て
い

く
し
か
な
い
と
思
う
。
ま
と
め
る
の
は

大
変
だ
が
、
地
区
に
よ
り
違
う
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
も
の
に

し
て
ほ
し
い
。
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上
河
東
区
（
第
9
回
）

11
月
13
日
　
上
河
東
区
公
会
堂

●
出
席
者
 
上
河
東
区
民
　
17
人

●
参
加
議
員
　
5
人

●
産
業
土
木
常
任
委
員
会

 
野
中
敏
美
委
員
長

西
条
二
区
（
第
8
回
）

11
月
1
日
　
西
条
二
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
西
条
二
区
民
　
60
人

●
参
加
議
員
　
6
人

●
総
務
常
任
委
員
会

　
福
島
正
明
委
員
長

Ｑ
　
河
川
清
掃
の
こ
と
だ
が
、
身
延
線

の
下
あ
た
り
は
県
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
し
て
く
れ
た
が
、
ど
こ
ま
で
や
っ
て

く
れ
る
の
か
。
底
に
砂
が
た
ま
っ
て
い

る
。

Ａ
　
担
当
課
長
と
該
当
個
所
を
歩
き
状

況
を
見
た
が
、
予
算
の
範
囲
内
で
要
望

で
き
る
。
工
事
自
体
は
県
が
行
い
、
そ

の
後
の
管
理
を
町
に
移
管
し
て
い
る
。

紙
漉
阿
原
で
は
土
砂
が
溜
ま
っ
た
の
で
、

予
算
内
で
対
応
し
た
が
、
流
れ
も
よ
く

な
り
、
災
害
時
も
安
心
に
な
っ
た
。
砂

の
処
理
に
お
金
が
か
か
る
の
で
、
砂
を

置
く
場
所
を
確
保
す
れ
ば
早
く
で
き
る

こ
と
も
あ
る
。
場
所
の
話
を
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ
　
前
回
の
井
戸
端
会
議
で
、
駅
前
開

発
の
話
が
出
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
は
。

Ａ
　
区
画
整
理
の
中
で
駅
前
開
発
を
す

る
が
、
要
望
書
を
上
河
東
・
上
河
東
二

区
の
各
区
長
と
各
区
の
議
員
で
町
長
に

提
出
し
た
。
用
地
だ
け
で
も
町
で
早
く

確
保
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
　
ゴ
ミ
の
収
集
小
屋
だ
が
、
ゴ
ミ
も

多
く
、
入
り
き
ら
な
い
と
き
も
あ
る
。

ど
う
に
か
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
収
集
小
屋
を
新
設
す
る
場
合
、
区

負
担
は
半
分
で
済
む
の
で
、
見
積
も
り

を
と
っ
た
ら
ど
う
か
。
置
く
場
所
の
確

保
も
必
要
だ
。
区
で
話
し
合
っ
て
欲
し

い
。

Ｑ
　
町
で
も
南
ア
ル
プ
ス
市
の
よ
う
に
、

消
防
団
員
に
ガ
ソ
リ
ン
や
飲
食
代
の
割

引
な
ど
特
典
が
あ
る
と
、
団
員
確
保
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
議
会
で
も
消
防
団
に
対
す
る
意
見

が
出
て
い
る
。
活
動
が
多
い
と
か
、
報

酬
を
上
げ
た
ら
と
の
話
が
出
た
。
団
員

の
た
め
に
残
業
な
ど
多
い
企
業
に
、
考

え
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

団
員
確
保
の
た
め
、
区
長
・
常
設
役
員

は
苦
労
さ
れ
て
い
る
が
、
消
防
委
員
会
・

担
当
課
の
企
画
財
政
課
に
も
切
実
な
事

情
を
伝
え
働
き
か
け
る
。

Ｑ
　
県
道
市
川
三
郷
線
が
、
葬
儀
の
た

び
に
渋
滞
し
、
地
元
で
も
要
望
し
て
い

る
が
改
善
さ
れ
な
い
。
何
か
対
応
策
が

な
い
か
。

Ａ
　
葬
儀
場
の
誘
導
す
る
人
に
工
夫
す

る
よ
う
検
討
し
て
も
ら
う
余
地
は
あ
る
。

要
請
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
議
会
基
本
条
例
は
、
議
員
は
原
則

と
し
て
区
長
等
の
地
区
の
代
表
ま
た
は

補
助
金
交
付
団
体
の
代
表
に
な
ら
な
い

と
あ
る
が
、
ど
の
範
囲
ま
で
か
。

Ａ
　
区
長
等
と
は
、
区
長
、
区
長
代
理

を
指
し
、
各
区
の
執
行
責
任
者
の
こ
と
。

補
助
金
交
付
団
体
の
代
表
と
は
、
会
長
、

副
会
長
な
ど
の
執
行
責
任
者
の
こ
と
。



16やまなし昭和町議会 No.148
平成23年1月24日発行

　昭和町議会に多くの市町村
が視察に見えました。お互い
に意見交換する中で、刺激し
あい、よりよい議会・よりよ
い町にしていこうという気持
ちを再確認しました。

福岡県立花町
長野県原村
長野県小海町
千葉県一宮町
徳島県町村議長会
山梨県増穂町
長野県駒ヶ根市
長野県松川町
静岡県清水町
香川県宇多津町
山形県大石田町
三重県伊賀市
茨城県城里町
千葉県夷隅郡議長会
群馬県中之条町
埼玉県ときがわ町
岩手県雫石町
千葉県芝山町
栃木県壬生町
佐賀県佐賀市
群馬県下仁田町
沖縄県南風原町

議会改革
議会改革
議会改革
議会改革
議会改革
議会改革
議会広報
議会改革
議会広報
地区計画等
議会改革
議会広報
議会広報
議会広報
議会改革
議会広報
議会広報
議会広報
議会改革
議会広報
議会改革
議会広報

埼玉県東松山市
千葉県市川市
千葉県芝山町
千葉県一宮町

東京都砂防会館

長野県飯山市

長野県駒ヶ根市
長野県松川町

長野県原村

長野県小海町

群馬県
八ッ場ダム

群馬県中之条町
群馬県下仁田町

埼玉県ときがわ町

岩手県雫石町

山形県大石田町

福岡県立花町

佐賀県佐賀市

沖縄県南風原町

栃木県壬生町
茨城県城里町

千葉県夷隅郡

静岡県清水町

長野県松川町

三重県伊賀市

徳島県町村議長会

香川県宇多津町

大分県九重町

熊本県御船町

山梨県増穂町
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九重町での研修

環
境
問
題
へ
の
挑
戦

●
平
成
22
年
10
月
20
日
〜
22
日

○
大
分
県
九
重
町

　
自
治
基
本
条
例
の
取
り
組
み

を
研
修
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
と
日
本
一
の
長
さ
・
高
さ
を

誇
る
吊
り
橋
は
、
四
季
を
通
じ

て
観
光
客
が
訪
れ
、
町
の
活
性

化
や
雇
用
対
策
・
自
営
業
者
等

の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、
長
期

計
画
を
年
次
ご
と
に
検
証
す
る

中
で
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
で
住

民
参
画
の
ル
ー
ル
が
確
立
し
、

行
政
運
営
の
根
拠
が
明
確
に
な

り
、
地
域
自
治
の
仕
組
み
が
わ

か
り
や
す
く
な
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

○
熊
本
県
御
船
町

 
議
会
基
本
条
例
・
通
年
議
会

を
研
修
し
ま
し
た
。
通
年
議
会

に
よ
り
会
期
が
1
年
と
な
る
こ

と
か
ら
、
必
要
な
と
き
に
い
つ

で
も
議
会
活
動
が
行
え
る
状
態

に
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
議
会
・
執
行
部
・
住
民
の

正
三
角
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
議
会
を
運
営
し
、
議
会
版

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
践
し
、
一

般
質
問
の
通
知
を
町
内
の
ス
ー

パ
ー
・
銀
行
へ
掲
示
し
、
各
委

員
会
と
関
係
組
織
と
の
意
見
交

換
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
町
議
会
で
も
、
自
由
闊

達
な
討
議
・
地
域
住
民
と
の
井

戸
端
会
議
・
各
委
員
会
を
毎
月

開
催
等
、
積
極
的
な
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
通
年
議
会
に
匹

敵
す
る
議
会
で
あ
る
自
信
を
持
っ

て
、
研
修
内
容
を
参
考
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
研
修
委
員
長
 
田
中
博
愛
・
記
）

●
平
成
22
年
11
月
4
日
〜
5
日

○
長
野
県
㈱
Ｃ
Ｐ
Ｒ
飯
山
工
場

㈱
Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
一
般
家
庭
ゴ
ミ
か

ら
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
し
て
い
ま
す
。
同
様
の

工
場
の
中
で
は
全
国
10
番
目
の

大
き
さ
で
1
日
55
ト
ン
、
年
間

1
6
、
7
0
0
ト
ン
と
の
こ
と

で
す
。

　
最
新
鋭
の
機
械
と
資
源
ゴ
ミ

の
工
場
に
あ
り
が
ち
な
、
独
特

の
に
お
い
も
な
く
、
非
常
に
衛

生
的
で
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
ご
み
行
政
の
進
ん
で
い

く
べ
き
方
向
を
勉
強
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

○
群
馬
県
八
ッ
場
ダ
ム

　
広
報
館
「
や
ん
ば
館
」
で
、

地
元
住
民
の
長
い
年
月
の
心
の

揺
れ
、
苦
渋
の
決
断
の
歴
史
を

勉
強
し
ま
し
た
。
住
民
の
大
き

な
心
で
決
意
し
、
前
を
向
い
て

歩
ん
で
い
た
矢
先
の
中
止
宣
言

を
、
ど
ん
な
思
い
で
受
け
止
め

た
の
か
、
国
の
施
策
に
振
り
回

さ
れ
て
い
る
住
民
の
今
の
気
持

ち
を
察
す
る
と
、
胸
の
詰
ま
る

思
い
が
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
研
修
翌
日
に
は

中
止
宣
言
撤
回
の
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
、
驚
き
と
一
貫
性
の
な
さ

に
、
今
後
の
不
安
を
感
じ
ま
し

た
。
地
元
住
民
に
と
っ
て
何
が

一
番
必
要
か
、
何
を
望
ん
で
い

る
の
か
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

そ
の
思
い
を
受
け
止
め
て
も
ら

い
た
い
と
感
じ
る
研
修
で
し
た
。

（
委
員
長
 
野
中
敏
美
・
記
）

ゴ
ミ
分
別
の
様
子
を
視
察

○
長
野
県
㈱
Ｃ
Ｐ
Ｒ
飯
山
工
場

○
群
馬
県
八
ッ
場
ダ
ム

先
進
議
会
の
姿
勢
を
学
ぶ ○

大
分
県
九
重
町

○
熊
本
県
御
船
町

か
っ

た
つ



住
宅
用
火
災
警
報
器

議会からの要望や議員の質問に、当局がその後どのように対応し、

どうなっているのかを追跡・検証してみました。
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平成13年から情報基盤整備事業の一環として、
全地区にパソコンが整備された画期的な事業

であった。しかし現在、パソコンの利用頻度・活
用方法・費用対効果が疑問視されている地区も多
くある。今後の活用方法についてどう考えるか。

昭和町地域情報化推進委員会として、パソコ
ンの活用・見直し意見も聞いているが、現在

は災害時非常用としての活用と、区の総会の資料
づくりや情報収集に利用してもらっている。
　今後の情報化の進展に伴い、いろいろな意見を
聞き利用目的を精査したり、行政区制度も見据え
た有効利用方策を検討する。

　区長会と活用方法を継続協議している。
　総会の資料づくりや引き継ぎ等に利用
している区もあり、活用している区の活
用方法を参考に利用するように呼びかけ
ている。
　光ケーブルは国庫補助事業のため撤去
することは考えていないが、パソコンは
区長会との協議により、継続して利用策
を検討。また、区担当職員制度の導入に
伴い、各区の実情を見て検討する。

その後

住宅用火災警報器
設置について
住宅用火災警報器
設置について
（平成20年12月議会　質問者：野中敏美議員）

2 各区公会堂の
パソコンの見直しを
各区公会堂の
パソコンの見直しを
（平成21年6月議会　質問者：萩原馨議員）

1

平成16年6月から全国一律に「住宅用火災警
報器」の設置が義務付けられている。町民に

火災警報器の効果・有意義性を周知し、各家庭で
複数個設置を目指すために、より安価に購入する
べく、町で一括購入し促進を図ったらどうか。

町でも普及活動を広報等で進めているが、火
災警報器のアンケート調査での実態把握で、

普及活動や負担軽減など町としての取り組みも検
討していきたい。一括購入については、自己責任
分野の設置のため、慎重に取り扱いたい。

　普及活動は進めている。また平成22年
度昭和町単独で「昭和町高齢者要援護者
住宅用火災警報器設置促進事業」を行っ
ている。これは高齢者と要援護者を対象
とし、火災警報器の購入および設置費を
事前申請により全額補助するもので、平
成23年3月末まで申請期間を設けている。
高齢者要援護者の生命および財産の安全
確保をすると共に、設置の促進を図るこ
とを目的としている。

その後

公
会
堂
の
パ
ソ
コ
ン



19 やまなし昭和町議会 No.148
平成23年1月24日発行

山梨学院大学生との○○○○報告会で議員
が答弁

1

補正予算で、基金に○億8千万円積立2

区長との意見交換会で、○○○直売所の建
設について討論

3

大分県九重町の研修で、○○○○条例につ
いて学ぶ

4

《応募方法》
　はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を
記入してください。議会への要望・意見等もあ
りましたら、お受けします。
《あて先》
〒409-3880　昭和町押越542-2
昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
《しめきり》
　2月末日　消印有効

空欄に適切な言葉を入れてください。 議会だよりを読んでくださいヒント

皆さまからいただいた議会クイズのおハガキの中から、
ピックアップして掲載しました。ありがとうございました。

前回クイズの答え

①80　②基本　③土
④西条一　⑤昭和
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）
0
5
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7
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-2
1
1
1
㈹

0
5
5
-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　浅
川
武
男

■
発
行
人
　

広
報
編
集
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
の
お
正
月
、
ご

家
族
お
揃
い
で
楽
し
く
お
過

ご
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
ど
も
議
会
広
報

編
集
委
員
会
に
と
っ
て
、
昨

年
は
充
実
し
た
幸
せ
な
年
で
し
た
。
議
会
だ
よ
り
が

県
町
村
議
会
広
報
紙
で
優
勝
、
全
国
で
は
準
優
勝
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
浅
川
議
長
の
下
で
の
議
会
改
革
が
、
議
会
だ
よ
り

の
評
価
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
な
に
よ
り
も
、
広
報

編
集
委
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
議
論
を
重
ね
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
気
持
ち
が
一

つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
約
65
％
の
読
者

率
に
な
っ
た
り
、
栄
誉
の
賞
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
精
進
し
、
皆
さ
ま
に
読
ん

で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
作
れ
る
よ
う
に
心
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
（
保
坂
　
明
子
・
記
）

　
　
○
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
　

員
　

長
　
　
河
田
あ
け
み

　
　
　
副
委
員
長
　
　
河
住
　
保
茂

　
　
　
委
　
　
員
　
　
萩
原
　
　
馨
 
保
坂
　
明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
敏
美
 
塩
澤
　
　
浩

　
私
は
昭
和
町
に
住
ん
で
6
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
町
に
は
、
昔
な
が
ら
の
顔
と
新
し
い
顔
を

感
じ
ま
す
。
我
が
家
の
近
く
の
水
田
で
は
、
春
に

は
田
植
え
、
秋
に
は
稲
刈
り
の
風
景
が
見
ら
れ
、

自
分
の
小
さ
い
こ
ろ
を
思
い
出
し
懐
か
し
く
な
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
昔
の
話
を
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
近
所
の
旧
杉
浦
医
院
が
公
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
地
方
病
撲
滅
に
至
る
功
績
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
昔
の
医
療

器
具
や
診
療
室
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、

町
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
大
き
な
商
業
施
設
が
あ
り
、
多

く
の
人
が
集
ま
り
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
家
が
建
ち
並
び
、
若
い
家
族
も
多
く
見
受

け
ら
れ
、
新
し
い
風
を
感
じ
ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の
顔
と
新
し
い
顔
、
2
つ
の
顔
が
融

合
し
、
ま
す
ま
す
素
敵
な
街
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
町
・
山
梨
県
の
計
画
に
よ
り
「
常
永
団
地
」

は
上
河
東
区
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年

3
月
の
昭
和
町
議
会
で
、
55
年
7
月
1
日
付
で
常

永
団
地
が
、
上
河
東
区
か
ら
独
立
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
上
河
東
区
は
戸
数
3
2
8
戸
と
、
町
内
で
は
西

条
二
区
に
続
き
2
番
目
の
マ
ン
モ
ス
地
区
に
な
り
、

区
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
支
障

を
来
た
し
て
お
り
、
従
来
の
上
河
東
と
常
永
団
地

を
上
河
東
二
区
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
4
月
以
降
、
毎
週
日
曜
日
に
組
長
さ

ん
が
集
合
し
相
談
し
た
結
果
、
組
単
位
の
結
束
を

図
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
毎
月
第
3
日
曜
日
に
区

内
の
草
取
り
を
し
て
、
組
の
連
帯
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
区
の
結
束
に
つ
い
て
は
、
8
月
の
第
3
日
曜
日

に
夏
祭
り
、
10
月
に
運
動
会
を
し
、
区
民
の
親
睦

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
、
6
月
に
総
会
を

開
催
し
て
区
民
の
皆
さ
ま
の
承
認
を
い
た
だ
き
、

区
名
を
上
河
東
二
区
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
区
発
足
30
周
年
記
念
行
事
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
完
了
、
集
会
所

の
新
築
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
上
河

東
二
区
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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上
河
東
二
区
・
初
代
区
長

池
上
　
昭
雄
さん

い
け

が
み

あ
き

お

古
き
を
大
切
に
守
る
町

上
河
東
二
区
の
生
い
立
ち

西
条
新
田
区

宮
澤
　
緑

さん

み
や

ざ
わ

み
ど
り


